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2022～23年度国際ロータリー会長テーマ

イマジン ロータリー

RI会長 ジェニファー E. ジョーンズ

２０２2～２3年度東京武蔵村山ロータリークラブテーマ

今までの５０年に感謝して、これからの
５０年のクラブの継続をみんなで考えて行動しよう

第５1代会長 比留間一義

2月 8日 （水 ）

職業奉仕委員会
倉内 淳 会員卓話

職 業 奉 仕 委 員 会
田 代 和 也 職 業 奉 仕 委 員 長



＊ニコニコはございませんでした。

◆今回計 0円 累 計 871,000円

ニコニコＢＯＸ

・点 鐘 比留間 一義 会長

・進行 倉内 淳 会場運営委員長

・ニコニコBOX発表

・斉 唱 「それでこそロータリー」

ソングリーダー： 嶋田 哲男 会員

・会務報告 比留間 一義 会長

○社会奉仕部門通信1月号

○第5回分区連絡会
（会長・幹事・地区委員・事務局）

・日時：2/17（金）16:30～
・場所：パレスホテル立川 〆切2/8

○秋川RCオープン例会ご案内
・日時：2/16（水）18:30開会
・場所：あきる野ルピアホール
・内容：「ウクライナ情勢について」講師ウクライナ大
使 〆切2/8（水）

○本日は出席が少なくて残念。
忙しいと思うがなるべく出席をお願いします。

・ＴＲＣが2月14日（火）に開催されるので、ホストク
ラブとして当日はお手伝いをお願いします。
ＴＲＣ 2/14 平成の間 15時30分点鐘

・卓話の鮎川詢裕子先生は幹事の知り合いで、
村山生まれだが、都内、香港で活躍する国際派。
皆さんで盛り上げましょう。

・出席報告 酒寄 好夫 会場運営委員

会 員 数 出席者数 出 席 率 前々回出席率修正

30名 20名 68.97% な し



◇ 創 立 1972年7月8日 ◇ 承 認 1972年7月20日
◇ス ポ ン サ ー ク ラ ブ 東 京 立 川 ロー タ リー ク ラ ブ
◎ 会 長 比留間一義 ◎ 幹 事 荒井 孝育
○ 副会長 佐藤 貢 ○ 副事 宮﨑 正巳
□ クラブ会報委員長 内野 均 副委員長 比留間健一

委員 嶋田哲男、阿久津圭吾
井上昇一、倉内哲

東京武蔵村山ロータリークラブ

事務局/例会場 西武信用金庫村山支店2階
〒208-0004東京都武蔵村山市本町2丁目91-1
ＴＥＬ：042-520-3251/ＦＡＸ：042-520-3252
Ｅメール：t-mmrc＠crest.ocn.ne.jp
●例会日：毎週水曜日 12:30～13:30

・幹事報告 荒井 孝育 幹事

○2022学年度米山記念奨学生期間終了式のご
案内（比留間孝司）

・日時：3/4（土）13時～
・場所：自由学園明日館講堂 〆切2/3

○6/10(土)11(日)日本青少年交換研究会・新潟
会議ご案内（比留間孝司） 〆切4/18

○歳末助け合い運動お礼状

○ロータリー日本財団より確定申告用寄付金領収
書が届いております。
各自ﾒｰﾙBOXに入れてあります

○ＲＬＩのプログラムに1/21.22の土日に、佐藤会員
宮﨑正巳会員と3人で出席しました。
非常にロータリーのことについて勉強になる。
米山奨学金やＲ財団など、資金がどう集められ、
どう遣われるのかなど、皆さんもぜひ参加を検討し
てもらいたい。

・卓 話

「職業とロータリーと私」

田代 和也 職業奉仕委員長

漆原摂子氏（勝浦ＲＣ 2021-22パストガバナー）
のユーチュブの視聴。
学校法人の所有する勝浦のホテル（ブルーベリーヒ
ル勝浦）にアルバイトとして入ったが、縁あって就職、
学校法人とホテルの所有と運営を明確するために
社長になった。
ロータリーは奉仕の精神が大切で、職業奉仕は金
看板であるが、職業奉仕に捉われることなく、ロータ
リアンとして、一社会人として、職業が誰かの役に立っ
ているかという視点が大切。
倫理観を持って事業を行う必要があり、倫理観＋
手腕を社会に活かすことが重要である。
倫理観＋5大奉仕が奉仕（サービス）の中核であり、
各奉仕を必ずしも色分けする必要はない。
色分けではなく5つの手段として活用し、「他人（本
当に困っている人）の為になることをする」事が「奉
仕」。
勝浦ＲＣでは50周年記念事業として「福島の子供
たち招待プロジェクト」を実施、また「地域の小学生
の食育」をテーマに市内7小学校に7年かけて活動
を行った。何れの事業も成功裏に実施された。
ドイツの哲学者マルクスガブリエルが言っているよう
に、今こそ「倫理資本主義」が必要な時代。倫理経
済は相反するものではない。
我々ロータリアンもこの精神に学び、奉仕に努めるこ
とが大切である。（田代委員長）
一つ一つが有意義で有効な話。
例会（学びの場）→職場や自身で実施→例会で紹
介のサイクルを行いたい。事業や委員会に拘らず、
基本は「4つのテスト」を実践することだと感じた。

比留間一義会長
5大奉仕の個別奉仕に捉われず、多様性を大切
に、今後も皆で助け合いまとまって頑張りましょう。

・委員会報告

○宮﨑 正巳 社会奉仕副委員長
・アースデー（4/22）について
「ブックdeアース」古本の供出に協力をお願いした
い。チラシもあるのでぜひ職場で案内してください。

・古本の供出→売却→植樹
2月に目標を明示するが、現在30冊このままだと
植栽できないので一人数冊づつでもお願いしたい。


